
令和４年度（第 32回）福井県まごころ基金助成事業 助成申請書 

申請日： 令和４年５月○○日 

※ □は該当する項目にチェックを入れてください。                    （No.１） 

団 体 名 
（ふりがな）        まるまるかい 

      一般社団法人○○会 

代 表 者 名 
（ふりがな）     ふくし たろう 

     会長 福祉 太郎   （印） 

所 在 地 

（〒910-○○○○） 

       福井市○○-○○ 

(TEL) 0776-○○-○○○○  (FAX) 0776-○○-○○○○ 

連絡責任者 
（氏名） 福祉 花子 

(TEL) 0776-○○-○○○○  (FAX) 0776-○○-○○○○ (E ﾒｰﾙ)○○＠○○○○ 

団体の種類 
□ 任意団体  □ 特定非営利活動法人 ☑ 一般社団法人  □ 一般財団法人 

※ 一般社団・財団法人に該当する場合、以下もチェックしてください。 

非収益事業には課税されない「非営利型法人」かどうか  ☑はい  □いいえ 

設立年月日 大・昭・平・令  ○○年 ○月 ○日 

会 員 数 ○○人 職員（スタッフ）数 ○人 

団体の概要 
（ 設 立 経 緯 ） 

有志が集まり、「子どもも地域も一緒に育とう！地域がつながるきっかけは、子育て支

援から」を理念にグループを設立。地域の子どもの健全育成につとめている。 

幼児から児童まで成長過程に応じた地域の交流の場づくり、世代間交流イベントなど

を実施している。 

(活動状況等 ) 

・平成○○年より、親子交流会を年○○回開催 

・平成○○年 ○○に関する調査研究報告書を発行 

・平成○○年 ○○子どもカフェ（子どもの居場所づくり事業）を実施 

・平成○○年より子どもの居場所を支えるボランティア向け研修会を開始 

助 成 申 請 

事 業 名 
こどもが主人公！つながる地域の居場所づくりフォーラム開催事業 

事 業 区 分 

（いずれか１

つ を選択 ） 

事業枠 事業区分 

☑ 通常助成枠 ⇒ 

（助成上限 20万円） 

☑ 子ども（高校生以下）の福祉向上を通じた取組 

□ 高齢者の福祉向上を通じた取組 

□ 障がい者（児）の福祉向上を通じた取組 

□ 地域全体の福祉向上を通じた取組 

□ ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｰﾏ枠 ⇒ 

（助成上限 30万円） 

□ 子どもの貧困・貧困の連鎖をなくすための取組 

□ ひきこもり・8050問題への理解促進と支援の輪づくり 

□ 福祉・介護で働く在日外国人への支援 

□ 障がい者の社会参加促進 

□ 災害時福祉救援体制づくり 

事業費総額     274,820 円 
 

助 成 申 請 額 

 
180,000円 

申請事業の 

概 要 

（具体的・簡

潔に記入） 

 
※ 構成員以外

で参加を予定し

ている活動の

対象者と想定

参加者数、及び

その募集方法 

１実行委員会の開催  

①委員構成：9人（○○1人、○○2人、団体スタッフ（学生含む）6人） 

②開催時期：年 4回（予定） 

２フォーラムの開催①開催日：○○年○○月○○日 

②開催場所：○○市○○○センター会議室 

③講師：○○○○（○○大学教授） 

※④対象者：地域住民および○○関係者計○○○名 

※⑤募集方法：チラシを○○○部作成（配布先一覧添付） 

３報告書の作成○○○部作成（配布先：〇〇、〇〇、〇〇） 

４備品の購入○○○のため、○○○を購入（別添カタログ・見積書のとおり） 

押印を忘れずに 

申込書受領後、必要に応じて問合せする場合があります。申込内容
や経費について責任をもって対応できる方の平日日中の連絡先を
記入してください。E メール（PC）の記入もお願いします。 

記入例 

対象者の範囲と予定人数 

助成申請額は千円単位でお願いします。(千円未満は切捨て) 



（No.２） 

申 請 理 由 

（具体的・簡

潔に記入） 

・ 子どもたちが置かれている現状と課題を共有し、地域特性を活かした子どもの居場

所づくりについて考える契機としたい。 

・ 子どもにとってどんなつながりが必要か考え、地域ボランティアや学生ボランティ

アが中心となり企画する参加型のフォーラムは、チラシやＳＮＳにより広く周知す

ることで新規メンバー獲得につながり、地域の更なる活性化につながることが期待

される。 

 

 

 

期待される

成 果 等 

（具体的・簡

潔に記入 ） 

 
※  活動により

期待される参加

者への効果 

※  助成により

期待される運

営・活動面への

効果 

・ 子どもを中心とした居場所づくりについて地域住民と次代を担う学生とが共に考え

る契機となり、地域ぐるみで子どもを育てる気運が高まる。 

・ 子どもの居場所づくりが進み、それをきっかけに住民同士のコミュニティも活性化

する。 

・ 将来的には子育てが一段落した方や、定年退職して時間的な余裕がある方が主体的

に運営に関わる体制づくりを目指し、魅力ある活動を重ねることで、地域ぐるみで

子どもを育てる意識を醸成していく。 

 

 

 

助成事業終

了後の活動

予 定 

「居場所づくりボランティア養成講座」等を継続的に実施し、地域の方による地域で

の居場所づくりが継続的、安定的に運営される基盤をつくっていく。 

過去３年間

の助成状況 

(Ｒ元.４.１～) 

年度 助成名称 助成額（円） 事業内容 
R3 ○○基金 200,000円 親子食育ワークショップ開催事業 
    
    
    
    

今回の申請

事業にかか

る他の補助・

助成・委託の

有 無 

 

☑１ 無  □２ 有  □３ 今後発生する予定 
２、３の場合、補助・助成・委託の名称、内容を下記に記載してください。 

 

 

 

財源確保に

向けて努力

している事業 

新規会員獲得に向け、公開講座等を継続的に開催している。 

本基金を知

ったきっかけ 

☑ 福井新聞  □ 県民福井  □ 県社協からの案内  □ 県社協ホームページ 

□ その他（                          ） 

添 付 書 類 

（コピー可） 

〔必ず添付〕 

 ☑ 定款  □ 規約  □ 会則 （左記３つのうちいずれか１つ） 

 ☑ 役員名簿（役員を配置している場合） 

 ☑ 会員名簿 

 ☑ 令和４年度の団体の事業計画書 

 ☑ 令和４年度の団体の予算書 

 ☑ 申請事業の収支予算書 （別添様式１） 

〔備品を購入する場合は添付〕 

 ☑ 見積書 

 ☑ カタログ 

〔その他〕 

 ☑ 申請団体の活動状況等が分かる資料（会報、広報誌、新聞記事等） 
※ 個人情報は、本助成事業の運営・管理および付帯する業務に必要な範囲内で適正に利用します。 

〔ポイント〕 
※団体内のスタッフとよく協議し、思いを自分たちの言葉で表現してください。 
※団体の活動をさらに発展させるため「何が問題か」「何がしたいか」を分かりやすく
記入してください。 

〔ポイント〕 
※助成事業を実施することで貴団体、事業に参加した人々、地域社会にどのような
効果・影響が期待できると考えているか、直接的な効果を記入してください。 

提出前にご確認ください！ 


